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科学や技術、思想・芸術の分野に大きく貢献した方々に贈られる「京都賞」。
本講演では、京都賞受賞者に業績や研究内容などをエピソードも交えながら語っていただきます。

受賞者の人生観や人柄にも触れられる貴重な機会です。ぜひ、ご参加ください。　

京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府私立中学高等学校連合会、大学
コンソーシアム京都、京都商工会議所、京都新聞、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、日本経済
新聞社、産経新聞社、共同通信社、時事通信社、NHK、KB S京都、エフエム京都

公益財団法人 稲盛財団

第39回（2024）京都賞記念講演会
国立京都国際会館 京都市左京区宝ヶ池

地下鉄烏丸線「国際会館駅」から徒歩5分2024年11月11日（月）13時～

私の人生と科学

先端技術部門
材料科学

私は1943年にアシュトン・アンダー・ラインという、イングランド北西部、ランカシャー州の工業都市で生まれました。そこで育ち、学校へ通い、ピアノを習いました。
友人もたくさんできました。私の人生に変化が訪れたのは、1962年のことです。その年に私は、科学の勉強を続けるためにケンブリッジ大学に進学しました。ケンブ
リッジで過ごした13年の月日が、科学者としての私を形成し、また文化的なものに接する多くの機会、とりわけ音楽への造詣が深まる機会を与えてくれたので
す。次の転機は1975年で、私は北部に戻り、政府の新しいシンクロトロン放射光施設の理論グループの責任者として働くことになりました。これは私のキャリアに
おいて大きなステップアップになりました。ケンブリッジで出会ったパットと結婚したのも、その在職中のことです。そして最終的に、1981年にインペリアル・カレッジ・
ロンドンに移りました。そこで私の研究は多くの分野に広がり、発展しました。その一部を講演でお話しします。

ジョン・ペンドリー
理論物理学者
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遠い地質時代を踏破する

基礎科学部門
地球科学・宇宙科学

私の両親は、子どもはいつも野外に出すようにして、可能な限り自分自身で自由に過ごさせるべきだと考えていました。私は人生を通してその教えを守ってきました。私が生まれ育った
カナダは、人口が少ない反面、多くの岩石が露出している国ですが、私はそこで多様な岩石の分布を地図に描くことを通して惑星地球の歴史を解明することに魅了されました。私の
大学入学はちょうど地球科学においてプレートテクトニクス革命が起きた時でした。この理論によって、それまで不明瞭だった大陸と海洋の緩やかながら密接な結びつき、地震と
火山の分布、生命活動や気候変化に関わる物質循環サイクルの仕組みなどが見事に説明されるようになりました。私はカナダ北部を歩き回って調査し、プレートテクトニクスが数
十億年にわたって起きてきた現象であること、また過去に何度も起きた超大陸の形成・分裂の流れを解明する上での鍵となった北米大陸の形成史を明示することができました。
またアフリカ南部では、先カンブリア時代末期に地球表面が全て凍結し、海洋も6000万年も氷で覆われたという常識外れの仮説を野外調査で検証し、全球凍結が本当に起きた
ことを実証しました。全球凍結の開始時に偶然氷河環境に適応していた幸運な祖先達の系譜が後の生物となり、現代生物のゲノム中にも全球凍結時代の名残が刻まれています。
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＊講演タイトルは変更になる場合がございます。

各講演後には、インタビュアーの石井氏が

私たちの目線に立って、講演内容や

人生観などについて受賞者に問いかけます。

参加申し込みの方法および詳細は二次元コード／URLよりお願いします。

株式会社コングレ内 京都賞運営事務局　
Tel 050-1736-6280 （受付時間 平日 10:00～17:00）  E-mail kyoto-prize-lecture@congre.co.jp

インタビュアー
石井 麻由子

入場無料 同時通訳 定員 1,500名（先着順）

後 援

お問い合わせ

主 催

https ://www.kyotoprize.org/
（元NHKアナウンサー／フリー）

この講演「ときに、わたしは花々にキスをする」は、芸術の世界で、ある人生の成長を支えた風景を紹介し、ビリー、ビル、ウィリアムという三つの異なる呼び名を持つ
芸術家が、振付という領域において自らを宣言することを可能にした、その名前の詳細な展開を導くことになります。この講演ではまた、この３人の芸術家と自然と
の関係を実証します。彼らはすでに若い頃に、自然という本質的な実在を試し問うように求められていたからです。


